
  

本
年
度
の
「
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会 

関

東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
担
当
者
研
修
会
」
が
、
十
月
二

十
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
千
葉
県
香
取
市
・
佐
原
の
重
伝

建
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

佐
原
は
利
根
川
支
流
の
小
野
川
の
両
岸
に
形
成
さ
れ
た
商

家
の
町
並
み
が
美
し
い
地
区
で
、
小
野
川
を
水
運
と
し
て
発
展

し
た
風
景
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

佐
原
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
中
を
歩
い
て
測
量
し
、
驚
く
ほ

ど
正
確
な
日
本
地
図
を
作
成
し
た
伊
能
忠
敬
の
住
ま
い
し
た

地
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
伊
能
忠
敬
旧
宅
は
昭
和
五

年
に
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
六
月

に
は
、
「
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
」
二
三
四
五
点
が
国
宝
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
伊
能
忠
敬
旧
宅
は
、
伝
建
地
区
内
に
所
在
し
て

お
り
、
近
く
に
は
関
係
資
料
を
展
示
・
公
開
し
て
い
る
伊
能
忠

敬
記
念
館
も
あ
り
ま
す
。 

 

例
年
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
研
修
会
は
、
七
月
頃
に
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
三
月
十
一
日
の
震
災
に
よ
り
佐
原
も
大
き
な
被

害
を
受
け
、
当
初
の
予
定
通
り
の
七
月
で
は
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
で 

す
が
、
震
災 

後
の
復
興
の 

様
子
を
研
修 

の
内
容
と
し 

て
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。 

 
佐原を代表する水郷風景。 
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香
取
市
は
関
東
平
野
を
流
れ
る
利
根
川
の
下
流
域
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
る
新
田
開
発
で
は
、
周
辺

一
体
が
穀
倉
地
帯
に
変
化
し
た
た
め
、
佐
原
に
穀
物
を
始
め
と

し
た
物
資
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
米
を
原
料
と
し
た
酒
・
し

ょ
う
ゆ
な
ど
醸
造
業
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。 

 

利
根
川
支
流
の
小
野
川
沿
い
と
、
こ
れ
に
交
差
す
る
街
道
沿

い
に
商
家
が
建
ち
並
び
、
川
沿
い
に
は
問
屋
や
醸
造
業
、
街
道

沿
い
に
は
呉
服
や
日
常
雑
貨
を
取
り
扱
う
小
売
店
な
ど
、
通
り

に
よ
っ
て
商
業
形
態
が
区
分
け
さ
れ
つ
つ
町
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

平
成
三
年
に
は
「
小
野
川
と
佐
原
の
町
並
み
を
考
え
る
会
」

が
結
成
さ
れ
、
町
並
み
の
案
内
や
清
掃
活
動
、
広
報
活
動
な
ど

が
、
そ
の
後
の
伝
建
地
区
選
定
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。 

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会 

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
担
当
者
研
修
会
に
つ
い
て 

於 

千
葉
県
香
取
市
・
佐
原
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区 

 

研
修
に
は
八
県
十
二
市
町
村
か
ら
三
十
一
名
の
参
加
が
あ

り
、
初
日
の
二
十
一
日
は
、
伝
建
地
区
内
に
あ
る
佐
原
町
並
み

交
流
館
で
、
「
三
月
十
一
日
発
生
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
香
取

市
内
の
被
害
状
況
」
と
、
「
佐
原
町
屋
の
構
造
性
能
解
明
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
と
い
う
二
つ
の
報
告
が
、
香
取
市
建
設
部

都
市
計
画
課
（
伝
建
担
当
課
）
と
佐
原
町
屋
研
究
会
か
ら
あ
り
、

そ
の
報
告
を
受
け
る
か
た
ち
で
「
伝
統
木
造
建
築
の
構
造
性
能

と
耐
震
性
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
が
、
東
京
大
学
生
産
技
術

研
究
所
・
腰
原
先
生
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

 

上
条
集
落
と
は
異
な
る
町
屋
建
築
に
つ
い
て
で
し
た
が
、
非

常
に
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
し
た
。
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
建

物
を
耐
震
化
す
る
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
な
の
は
建
物
そ
の
も

の
の
強
度
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
を
実
験
な
ど
に
よ
り
知
っ
て

お
く
こ
と
、
耐
震
対
策
を
講
じ
る
際
に
は
、
建
物
の
意
匠
に
組

み
込
む
こ
と
で
違
和
感
が
薄
れ
る
こ
と
、
伝
統
的
な
工
法
ば
か

り
に
目
を
向
け
て
し
ま
う
と
、
技
術
的
に
は
停
滞
を
招
い
て
し

ま
う
こ
と
な
ど
、
改
め 

て
意
識
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
点
が
た
く
さ
ん 

あ
り
ま
し
た
。 

 

研
修
終
了
後
は
伝
建 

地
区
内
に
あ
る
旅
館
に 

移
動
し
、
情
報
交
換
を 

兼
ね
た
懇
親
会
が
開
催 

さ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
様 

々
な
話
題
で
盛
り
上
が 

っ
て
い
ま
し
た
。 

 
文化庁からは昨年度に引き続き下間調査官 
が来ました。 



 
香取市役所庁舎。建物に大きな被害はありま
せんが、駐車場は液状化で波打っています。 

 
二
十
二
日
は
現
地
視
察
で
す
。 

 
三
月
十
一
日
の
震
災
で
は
、
香
取
市
の
広
い
範
囲
が
被
災
し

ま
し
た
。
も
と
も
と
利
根
川
流
域
の
地
盤
が
緩
い
地
域
の
た

め
、
液
状
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
著
し
く
、
最
大
で
八
〇
セ
ン

チ
も
沈
ん
だ
そ
う
で
す
。 

 

市
役
所
の
駐
車
場
は
波
打
っ
て
い
る
状
態
で
、
建
物
に
沿
っ

て
設
け
ら
れ
た
植
栽
も
、
沈
ん
だ
駐
車
場
の
高
さ
ま
で
落
ち
て

い
ま
す
。
地
震
の
最
中
に
撮
影
さ
れ
た
ビ
デ
オ
で
は
、
駐
車
場

 

 
伝建地区内の建物被害の状況と、修理の方法について、 
担当者から説明がありました。 

 
市役所隣の福祉センター。液状化で外構が 
沈下しています。 

 
正上醤油店。地震で屋根の瓦のほとんどが落下する被害 
がありましたが、今はこのように修理されました。 

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
液
状
化
に
よ
る
噴
砂
が
起
こ
り
、
水
道
管

が
破
裂
し
た
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

河
川
の
両
岸
は
、
「
川
方
面
に
引
っ
張
ら
れ
る
」
力
が
生
じ

た
た
め
引
き
裂
か
れ
な
が
ら
沈
下
し
、
引
っ
張
ら
れ
た
土
砂
は

逃
げ
場
を
求
め
て
河
床
を
隆
起
さ
せ
ま
し
た
。 

 

震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
東
北
の
被
害
し
か
聞
こ
え
て
き
ま

せ
ん
が
、
関
東
に
ま
で
及
ん
だ
被
災
地
の
広
さ
に
、
た
だ
驚
く

ば
か
り
で
し
た
。 

 
市役所の側壁面。アスファルト通路は、 
本来は白い点線の高さでした。 

 

佐
原
に
は
江
戸
時
代
の
建
物
だ 

け
で
は
な
く
、
町
並
み
の
中
に
は 

下
の
写
真
の
よ
う
な
洋
館
も
多
く 

点
在
し
て
お
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊 

か
な
伝
建
地
区
で
す
。 

 

定
期
的
に
見
学
し
て
、
復
興
す 

る
様
子
を
観
察
し
て
み
た
い
と
思 

い
ま
し
た
。 

 
小さな河川。矢印のように川に引っ張ら 
れ沈下し、河床は逆に隆起しました。 

 
街道沿いの建物。青と緑のシートに挟まれた２棟は震災 
前に保存修理を行っており、被害はありませんでした。 

 
国史跡・伊能忠敬旧宅も被害を受けており、現在建物内 
の見学はできません。 

 
小河川の橋は、川方向に両岸が引っ張ら 
れたため、中央が折れています。 


